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茨城県常陸大宮市

１ 常陸大宮市の概要

常陸大宮市は、茨城県の北西部、八溝山地及び阿武隈山地の南端と、関東平野

周縁台地の北端の境界部に位置している。平成 16 年に５町村合併により市制を

施行し、県内で２番目に広い面積を持つ。

人口 36,592 人 面積 348.45 ㎢

議員定数 18 人

２ 視察内容

常陸大宮市では、常陸大宮駅周辺地域における商店街の空洞化の進行や、通勤

通学の送迎時における交通渋滞などといった現況が抱える課題・問題点の改善と

解消を図るとともに、地域の特性を活かした個性豊かなまちづくりを推進するため、

「魅力と活気あふれる快適なまちづくり」の実現に向けた「常陸大宮駅周辺整備

基本計画」を平成 29 年３月に策定した。

令和２年３月には、基本計画や関係機関との調整を踏まえ、具体的な事業内容を

とりまとめた「常陸大宮駅周辺整備計画」を策定し、ハード事業・ソフト事業が

一体となったまちづくりを進めている。

研修では、現地にて常陸大宮駅西口の整備概要、常陸大宮駅東口の整備概要それ

ぞれの説明を受けた。その後、常陸大宮市議会議事堂 議会会議室にて事業概要等

の説明を受け、質疑応答を行った。

３ 所感

常陸大宮駅周辺整備計画の主な概要は、①都市計画道路「大宮停車場線」及び

幹線道路の整備、②駅舎のリニューアル及び駅東口と西口を繋ぐ自由通路の整備、

③交流拠点としての西口広場の整備、④賑わいや回遊性向上に向けた取組であり、

駅を中心とした市街地活性化、東西連携の強化、広場等魅力ある交流拠点を造る

ことによる域外からの人口流入、交流人口増を目指している。特に西口広場は、

大屋根がかかる遊具広場、イベントが行える芝生広場、多目的室、カフェ等を

整備し、若者世代、子育て世代をターゲットとして、将来にわたって住み続けて

もらえるまちづくりを目指している。これは常陸大宮市が抱える大きな課題である

人口減少問題に歯止めをかけるためであり、常陸大宮駅周辺整備はその一環として

事業化されたものである。

氏家駅東地区も都市計画道路整備を中心とした魅力向上まちづくりの計画が

進行中だが、手法やロードマップ、財源等が参考になった。



茨城県東茨城郡城里町

１ 城里町の概要

茨城県の北西部に位置する。平成 17 年２月に旧常北町、旧桂村、旧七会村が

合併して誕生した。町の東部を流れる那珂川沿いに平坦な土地が広がり、川に並行

する国道 123 号沿いに多くの住民が生活している。中西部には八溝山系の標高 200

メートル前後の山が連なっていて、町の総面積の約６割を森林が占める。

人口 18,378 人 面積 161.80 ㎢

議員定数 14 人

２ 視察内容

城里町にある七会町民センター「アツマーレ」は、廃校になった中学校を活用し、

支所や公民館等の行政施設とプロサッカーチームのクラブハウスやグラウンドを

一体化した複合施設である。

公共施設を活用した行政施設とプロサッカーチームのクラブハウスの複合

施設は、日本初の試みであり、プロサッカーチームと連携し、地域の活性化を図る

とともに地域住民のスポーツや文化活動における地域の拠点施設として位置付け

られている。

研修では、紹介動画の視聴や施設概要等の説明を受け、質疑応答を行った。

その後、町民センター（支所、公民館機能）や水戸ホーリーホッククラブハウス、

グラウンド等の見学をした。

常陸大宮駅新駅舎 常陸大宮駅東口ロータリー



３ 所感

廃校利用として画期的な試みであり、既存の旧支所、旧公民館、バーベキュー

施設等を統廃合したことにより施設維持管理費、人件費の圧縮効果があった。また、

プロサッカーチームの練習観覧者が多く訪れたことにより、近隣の物産センターの

売り上げ増にもつながり、マスコミ等で取り上げられる回数も増えた等、経済効果

も高い。また選手と町民、企業等、多様な交流が生まれ、地域コミュニティの構築

やシビックプライドの醸成にもつながっている。視察当日も地元の皆さんが天然芝

グラウンドでグラウンドゴルフを楽しむ情景が垣間見られた。

さくら市でも栃木 SC 誘致による様々な効果を期待したい。

プロサッカー選手の練習風景


